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中学校・高等学校の運動部活動における体罰
Corporal Punishments in Athletic Club Activities of 




















































論文名 調査時期（年） 調査対象者 対象者数 体罰経験率
阿江（1990） （不明） 東京女子体育大学１年生 268 中学36.4%　高校37.9%
楠本他（1998） 1996 Ａ大学（体育専攻） 706 43.8%
野地・吉田（1996） 1996 Ｋ大学教育学部生 135 38.5%
安田（1999） 1996 国立大学生・私立大学生･私立短大生 516 12.8%
杉山（1997） 1996 教育学部生・看護学校生 299 中学29.0%　高校17.9%
高橋・久米田（2008） 2006 奈良教育大学学生 278 中学20.0%　高校16.6%
表₁　中学･高校時代の運動部活動における体罰についての回顧的調査の先行研究
　 女子体育大学 共学体育大学 一般大学 計
調査対象者 277（100.0%） 147（100.0%） 139（100.0%） 564（100.0%）
中学運動部加入者（中途退部者含む） 246 （　88.8%） 131 （　89.1%） 111 （　79.9%） 489 （　86.7%）



































体を殴られたり蹴られたりした 19.2 24.0 
ボールなどの物を投げられた 22.7 24.6 
罰として、正座・ランニングなどをさせられた 26.6 32.7 


























































中学時体罰経験者 43.9 34.4 33.3 p=0.075





中学での体罰経験者 35.2 40.8 p=0.237
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はないはずだ。この記述からは、｢民主的｣ で
あることが求められているのである。運動部
活動の当事者たちが、自らの経験や、自らが
置かれている場を相対化し、改善していくこ
とは、大変に難しいことは予想されるが、運
動部活動から暴力性を切り離し、本来のス
ポーツの楽しさを積極的に取り入れることが、
体罰をなくすことにつながると考えられる。
今後の関係者の取り組みに期待したい。
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注
１ 同一の執筆者が、類似の研究を行い、何回かに
分けて発表している場合があるが、ここでは、最
も代表的なものを取り上げた。
２ 文部科学省のHP http://www.mext.go.jp/a_menu/
shotou/new-cs/youryou/chukaisetsu/index.htmを 参
照。
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